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第
２
回
定
例
会
で
は
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
議
案
の
審
議
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
４
回
目
接
種
等
の
対
応
に
係
る
補
正
予
算

や
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
う
条
例
改
正
、
ま
た
、
追

加
議
案
と
し
て
消
費
活
性
化
ク
ー
ポ
ン
給
付
を
含
む

補
正
予
算
及
び
鶴
ヶ
丘
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工

事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
17
件
全

て
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

議 案 審 疑

学
校
給
食
費
へ
の
影
響

問　
食
材
費
高
騰
の
現
状
は
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
食
品

需
要
環
境
の
激
変
や
燃
料
費

及
び
コ
ン
テ
ナ
不
足
等
に
よ

る
物
流
制
限
に
加
え
、
気
候

変
動
に
よ
る
干
ば
つ
な
ど
、

様
々
な
要
因
か
ら
世
界
的
に

食
品
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
。

　
学
校
給
食
も
昨
年
４
月
と

今
年
４
月
の
入
札
価
格
の
一

部
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
た

ま
ね
ぎ
１
㎏
１
１
０
円
が

２
７
６
円
に
、
サ
ラ
ダ
油

16
・
５
㎏
４
２
０
０
円
が

５
８
８
０
円
に
上
昇
し
た
。

問　
全
体
の
増
額
率
は
。

答　
昨
年
４
月
の
献
立
で
使

用
し
た
食
材
単
価
を
今
年
４

月
の
食
材
単
価
に
入
れ
替
え

て
食
材
費
の
支
払
い
額
を
比

較
し
た
と
こ
ろ
、
３
・
05
％

上
昇
し
た
。

　
仮
に
、
学
校
給
食
費
の
月

額
に
換
算
す
る
と
、
小
学
校

は
１
３
２
円
増
の
４
４
３
２

円
、
中
学
校
は
１
５
６
円
増

の
５
２
５
６
円
相
当
と
な
る
。

問　
市
と
保
護
者
の
負
担
の

内
容
は
。

答　
給
食
の
提
供
に
係
る
全

て
の
費
用
の
う
ち
、
食
材
費

の
み
保
護
者
が
負
担
し
、
光

熱
水
費
等
そ
の
他
は
市
が
負

担
し
て
い
る
。

　
食
材
費
の
高
騰
が
続
け
ば

予
算
不
足
が
生
じ
、
学
校
給

食
の
提
供
に
大
き
な
影
響
が

出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
賄
い
材
料
費
の
増

額
を
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

問　
増
額
分
を
公
費
負
担
と

す
る
理
由
は
。

答　
文
部
科
学
省
か
ら
の
通

知
に
よ
り
、
物
価
高
騰
等
の

影
響
に
関
わ
る
支
援
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
栄
養
バ

ラ
ン
ス
や
量
を
保
っ
た
学
校

給
食
等
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
本
交
付
金

を
有
効
に
活
用
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
分
を

　
　
　
　
物
価
高
騰
へ
対
応
す
る

　
　
　
　
物
価
高
騰
へ
対
応
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
の
予
算
措
置

　
　
　
　
　
　
　
　
追
加
の
予
算
措
置

公
費
負
担
す
る
こ
と
で
学
校

給
食
へ
の
影
響
を
軽
減
し
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
学
校
給

食
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
そ
の
他
に
工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
。

答　
献
立
や
調
理
の
段
階
で

は
単
価
の
高
い
加
工
品
を
避

け
て
、
手
間
を
か
け
て
も
調

理
場
内
で
の
手
作
り
に
変
更

し
た
り
、
油
を
多
く
使
用
す

る
揚
げ
物
を
焼
き
物
へ
変
更

し
て
い
る
。

問　
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
献
立
作
成
時
の
予
算
管

理
や
旬
で
安
価
な
食
材
の
活

用
、
入
札
時
に
お
け
る
食
材

価
格
の
競
争
性
の
確
保
な
ど

の
工
夫
を
通
じ
て
学
校
給
食

の
目
的
や
役
割
に
沿
っ
た
適

切
な
実
施
に
努
め
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

自
費
接
種
の
払
い
戻
し

問　
事
業
の
概
要
は
。

答　
国
の
積
極
的
勧
奨
の
差

し
控
え
に
よ
り
定
期
接
種
の

機
会
を
逃
し
、
対
象
年
齢
を

過
ぎ
た
後
に
自
費
で
接
種
し

た
人
に
接
種
費
用
の
償
還
払

い
を
実
施
す
る
。

問　
償
還
払
い
の
対
象
者
は
。

答　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
の
対
象
者
は
、
小
学

校
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
女
性
で
あ
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、

本
年
４
月
１
日
時
点
で
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
平
成
９
年

度
か
ら
平
成
16
年
度
ま
で
の

間
に
生
ま
れ
た
女
性
で
、
定

期
接
種
の
年
齢
を
過
ぎ
て
、

本
年
３
月
31
日
ま
で
に
２
価

ま
た
は
４
価
の
ワ
ク
チ
ン
を

自
費
で
接
種
し
た
人
を
対
象

と
す
る
。

問　
周
知
啓
発
は
。

答　
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
て
申
請
方
法
等
の

必
要
な
情
報
を
適
切
に
提
供

す
る
。

　
ま
た
、
実
施
医
療
機
関
に

も
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
協
力
を

お
願
い
す
る
な
ど
、
積
極
的

な
周
知
に
努
め
て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
推
進

問　
本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
状
況
は
。

答　
令
和
４
年
５
月
15
日
現

在
で
、申
請
率
が
55・１
％
、

交
付
率
が
48・４
％
。
県
内

で
は
申
請
率
で
第
５
位
、
交

付
率
で
第
４
位
の
状
況
で
あ

る
。

問　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
端
末
設
置
窓
口
増
設

の
内
容
は
。

答　

現
在
の
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
の
中
で
申
請
者
の
個

人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
、

手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
完
了

で
き
る
よ
う
、
現
在
レ
イ
ア

ウ
ト
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
市
役
所
本

庁
舎
及
び
大
井
総
合
支
所
に

設
置
し
て
い
る
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
端
末
を
各

４
台
か
ら
各
６
台
に
増
設
す

る
。

　
今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
事
務
の
効
率
化

を
図
り
た
い
。

　５月16日付で山田敏夫議員が議会運
営委員を辞任し、同日付で同委員に坪田
敏孝議員が選任されました。
　また、５月30日付で山田敏夫議員が
市民・都市常任委員長を辞任し、同日付で
同委員長に西和彦議員が当選されました。

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
加
藤　
恵
一 

議
員

日
本
共
産
党　
床
井　
紀
範 

議
員

公　
明　
党　
伊
藤
美
枝
子 

議
員

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

前
号
（
第
65
号
）
の
「
編

集
委
員
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
写
真

の
氏
名
表
記
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。

　

心
よ
り
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
、
次
の
と
お
り
訂
正
い

た
し
ま
す
。

（
誤
）「
百
﨑
隼
人
さ
ん
」

（
正
）「
百
﨑
隼
士
さ
ん
」

委員会人事

　５月３０日の本会議におきまして、議
長に就任いたしました。その職責の重さ
に身の引き締まる思いでございます。
　長引くコロナ禍やウクライナ情勢等に
よる影響が市民生活や地域経済に及ぼさ
れる中、二元代表制の一翼を担う議会と
しての機能を十分に発揮し、議員が一丸
となって市民の皆様の安全・安心な暮ら
しの実現、地域経済の再生に取り組んで
まいります。
　今後とも、市民の皆様におかれまして
は、市議会に対し、一層のご理解とご協
力を賜りますようお願い申し上げます。

就任挨拶

山田　敏夫

新議長就任新議長就任

給食時間の様子給食時間の様子




